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別紙 

令和６年度学校運営連絡協議会実施報告書の記載事項について 
 

 

 

令和６年度 学校運営連絡協議会実施報告書 

 

１ 組織   

（１）都立目黒高等学校 学校運営連絡協議会（全日制課程） 

（２）事務局の構成 主幹教諭(教務主任兼務)＝事務局長、教務部員３名 計４名 

（３）内部委員の構成 

   校長、副校長、経営企画室長、主幹教諭(教務担当)、主幹教諭(生活指導担当)、 

主幹教諭（進路指導担当）主任教諭（総務担当）、各学年主任 計１０名 

（４）協議委員の構成（氏名の掲載も可） 

      学識経験者(大学理事)、近隣中学校校長、近隣小学校校長、近隣特別支援学校校長。近隣児童館館長、 

祐天寺住職、住区代表、同窓会長、ＰＴＡ会長 計９名 

２ 令和６年度学校運営連絡協議会の概要 

（１）学校運営連絡協議会（第１～３回）の開催日時、出席者、内容、その他 

   第１回 令和６年６月２１日（金）内部委員１０名、協議委員８名 

      協議委員委嘱、委員紹介、評価委員の選出 

     学校経営計画、昨年度の学校運営連絡協議会の課題 

     本校の現状と課題等説明、意見交換 

   第２回 令和６年１１月８日（金）内部委員１０名、協議委員６名 

     これまでの教育活動に関する報告、 

     協議委員からの教育活動に対する意見、学校評価の内容検討、協議 

   第３回 令和７年２月７日（金）内部委員１０名、協議委員６名 

    これまでの教育活動に関する報告 

    協議委員からの教育活動に対する意見、学校評価の報告 

（２）評価委員会の開催日時、会場、出席者、内容、その他 

   第１回 令和６年６月２１日（金）内部委員３名、協議委員３名 

    学校評価の基本方針の確認、昨年度の学校評価結果の分析・考察 

    今年度の学校評価の実施に向けた検討 

第２回 令和６年１１月８日（金）内部委員３名、協議委員３名 

    今年度の学校評価の観点・項目、内容の検討、実施時期の検討 

第３回 令和７年２月７日（金）内部委員３名、協議委員３名 

    アンケート集計結果の分析・考察、課題の整 

３  学校運営連絡協議会による学校評価（学校評価報告） 

（１）学校評価の観点 

   「学校への理解」「学校の意欲」「学校の実践」の観点で実施する。 

（２）アンケート調査の実施時期・対象・規模 

  ・１２月 全校生徒   対象：６９５人  回収率：６２％ 

  ・１２月 保護者全員  対象：６９５人  回収率：３８％ 

  ・１２月 地域・住民  対象： １３人  回収率：７０％ 

  ・１２月 教職員    対象： ４１人  回収率：７０％ 

（３）主な評価項目 

   ・基礎学力の定着。ＡＬ的な学び。読書活動、進路希望、進路決定、生活習慣の確立、安心な学校 

   問題行動への取組、体罰０・事故０、部活動、悩み相談、充実した学校生活、校内美化、 

   ライフワークバランス 

（４）評価結果の概要 （校長や学校全般への意見・提言内容） 

  ・生徒はおおむね本校の教員の授業について満足している。 

・進路決定に結び付く指導が行われていることに多くの生徒や保護者が満足している 

  ・生徒、保護者の多くが安心な学校という点に満足している。 
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（５）評価結果の分析・考察（校長や学校全般への意見・提言） 

  ・「生徒による授業評価」の実施等により生徒の声を聞くとともに、教科担当者が指導計画、評価等    

  について更に説明を行うことが大切である。 

  ・生活指導は、生徒に目的意識を明確にもたせるとともに、あらゆる機会にマナー意識を持たせる指導

が必要である。 

４  学校運営連絡協議会の成果と課題（学校の自己評価へ反映） 

（１）学校運営連絡協議会を実施して得られた成果 

  ・生徒の授業についてのアンケート結果から、授業改善に向けた校内研修の実施、充実が必要である    

   と認識できた。 

  ・ＰＤＣＡサイクルの提出により、業務の進め方について情報共有を図ることができた。 

（２）学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題 

  ・近隣の住民は、大変温かい目で本校の生徒を見てくださっている。    

５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項（学校経営計画へ反映） 

（１）学校運営 

  ・生徒・保護者に対して、機会あるたびに学校の教育方針を説明し理解を得る。 

  ・生活指導については、今まで以上に保護者との連携を強化する。 

  ・学期ごとに校内研修会を実施する。 

（２）学習指導 

  ・わかる授業の実践、ＩＴ機器等を利用した工夫。 

（３）特別活動 

  ・体育祭、文化祭、合唱祭の活性化。 

（４）生活指導 

  ・社会に通用する規範意識の向上。 

（５）進路指導 

  ・希望の進路実現、国公立大学進学３０名以上を目指す。 

（６）健康・安全 

  ・感染症対策。 

６ 「学校が良くなった」と考える協議委員の割合 

（１）協議委員人数 ９人 

（２）学校が良くなったと答えた協議委員の人数 
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９       

７ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果 

  【実績】  職員会議 １３回 ０人    企画調整会議 ４１回 ０人 

   【成果】 

８ その他 

  特になし 

 


